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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軸 線 を 回 転 軸 と し て 回 転 さ れ る 円 柱 状 の 工 具 本 体 と 、
　 前 記 工 具 本 体 の 外 周 に 前 記 軸 線 回 り に ね じ れ て 凹 設 さ れ る ね じ れ 溝 と 、
　 前 記 工 具 本 体 の 先 端 部 に 形 成 さ れ る 底 刃 と 、
　 前 記 底 刃 か ら 周 方 向 に 延 び る 逃 げ 面 と 、
　 外 周 側 か ら 前 記 軸 線 に 向 か っ て 前 記 ね じ れ 溝 の 先 端 側 に 凹 設 さ れ 、 前 記 底 刃 の す く い 面  
を 形 成 す る ギ ャ ッ シ ュ と 、 を 備 え 、
前 記 ギ ャ ッ シ ュ に よ り 形 成 さ れ た 前 記 す く い 面 が 凹 状 の 湾 曲 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 ギ ャ ッ シ  
ュ に よ り 形 成 さ れ た 前 記 す く い 面 と 前 記 逃 げ 面 と の 稜 線 か ら な る 前 記 底 刃 が 軸 線 方 向 視 に  
お い て 凹 状 に 湾 曲 し 、
前 記 ギ ャ ッ シ ュ は 、 軸 線 方 向 の う ち 前 記 先 端 部 へ 向 か う に つ れ て 深 く な り 、
前 記 す く い 面 は 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ の 溝 底 と 平 行 に 延 び る 溝 で あ っ て 径 方 向 の 中 央 部 分 が 凹  
ん だ 溝 に よ り 凹 状 の 湾 曲 面 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る エ ン ド ミ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 軸 線 方 向 視 に お い て 、 前 記 底 刃 の う ち 最 も 周 方 向 に 凹 ん だ 点 の 接 線 か ら 前 記 底 刃 の 最 外  
端 ま で の 最 短 距 離 で あ る 凹 量 を ｍ と し 、
　 前 記 工 具 本 体 の 直 径 を Ｄ と し た 場 合 に 、
　 ｍ ≦ ０ ． ０ ５ Ｄ
　 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ド ミ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 軸 線 方 向 視 に お い て 、 前 記 底 刃 の う ち 最 も 周 方 向 に 凹 ん だ 点 の 接 線 か ら 前 記 底 刃 の 最 外  
端 ま で の 最 短 距 離 で あ る 凹 量 を ｍ と し 、
　 前 記 軸 線 に 垂 直 な 仮 想 平 面 と 前 記 逃 げ 面 と の な す 角 度 を β と し た 場 合 に 、
　 ｍ ＜ ０ ． １ ５ ／ ｔ ａ ｎ β
　 を 満 た す こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の エ ン ド ミ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 底 刃 は 、 前 記 軸 線 に 面 す る 中 心 刃 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず  
れ か に 記 載 の エ ン ド ミ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 互 い に 連 な る 前 記 底 刃 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ 及 び 前 記 ね じ れ 溝 は 、 周 方 向 に 複 数 設 け ら れ 、
　 前 記 軸 線 に 垂 直 な 仮 想 平 面 に 対 す る 前 記 ギ ャ ッ シ ュ の 溝 底 の 勾 配 で あ る ギ ャ ッ シ ュ 角 は  
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、 ２ ０ ° 以 上 ６ ５ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の エ ン  
ド ミ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ね じ れ 溝 の ね じ れ 角 は 、 ２ ０ ° 以 上 ５ ０ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か  
ら ５ の い ず れ か に 記 載 の エ ン ド ミ ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
転 さ れ る 円 柱 状 の 工 具 本 体 と 、 前 記 工 具 本 体 の 外 周 に 前 記 軸 線 回 り に ね じ れ て 凹 設 さ れ る  
ね じ れ 溝 と 、 前 記 工 具 本 体 の 先 端 部 に 形 成 さ れ る 底 刃 と 、 前 記 底 刃 か ら 周 方 向 に 延 び る 逃  
げ 面 と 、 外 周 側 か ら 前 記 軸 線 に 向 か っ て 前 記 ね じ れ 溝 の 先 端 側 に 凹 設 さ れ 、 前 記 底 刃 の す  
く い 面 を 形 成 す る ギ ャ ッ シ ュ と 、 を 備 え 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ に よ り 形 成 さ れ た 前 記 す く い 面  
が 凹 状 の 湾 曲 面 に 形 成 さ れ 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ に よ り 形 成 さ れ た 前 記 す く い 面 と 前 記 逃 げ 面  
と の 稜 線 か ら な る 前 記 底 刃 が 軸 線 方 向 視 に お い て 凹 状 に 湾 曲 し 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ は 、 軸 線  
方 向 の う ち 前 記 先 端 部 へ 向 か う に つ れ て 深 く な り 、 前 記 す く い 面 は 、 前 記 ギ ャ ッ シ ュ の 溝  
底 と 平 行 に 延 び る 溝 で あ っ て 径 方 向 の 中 央 部 分 が 凹 ん だ 溝 に よ り 凹 状 の 湾 曲 面 に 形 成 さ れ  
て い る 。
発 明 の 効 果
［ ０ ０ ０ ７ ］
　 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ド ミ ル に よ れ ば 、 ギ ャ ッ シ ュ に よ り 形 成 さ れ た 凹 状 の 湾 曲 面 の す く  
い 面 に よ り 底 刃 が 軸 線 方 向 視 に お い て 凹 状 に 湾 曲 し て い る の で 、 底 刃 に よ る 切 削 時 に は 、  
湾 曲 面 に お け る 径 方 向 の 中 央 部 分 へ 切 り く ず を 案 内 す る よ う に 、 切 り く ず を 螺 旋 状 に 生 成  
で き 、 ギ ャ ッ シ ュ 内 で の 切 り く ず の 滞 留 を 抑 制 で き る 。 こ れ に よ り 、 ギ ャ ッ シ ュ の 近 傍 か  
ら エ ン ド ミ ル の 外 部 へ 切 り く ず を 排 出 し 易 く で き る 。 ま た 、 直 線 状 の 底 刃 と 比 べ 凹 状 の 底  
刃 の 方 が 、 同 一 量 を 長 い 底 刃 で 切 削 で き る た め 、 底 刃 に よ り 生 成 さ れ る 切 り く ず を 薄 く し  
易 い 。 そ の 結 果 、 切 り く ず を 分 断 さ せ 易 く で き る の で 、 エ ン ド ミ ル へ の 切 り く ず の 巻 き 付  
き を 抑 制 で き る 。
［ ０ ０ ０ ８ ］
　 請 求 項 ２ 記 載 の エ ン ド ミ ル に よ れ ば 、 請 求 項 １ 記 載 の エ ン ド ミ ル の 奏 す る 効 果 に 加 え 、  
次 の 効 果 を 奏 す る 。 軸 線 方 向 視 に お い て 、 底 刃 の う ち 最 も 周 方 向 に 凹 ん だ 点 の 接 線 か ら 底  
刃 の 最 外 端 ま で の 最 短 距 離 で あ る 凹 量 を ｍ と し 、 工 具 本 体 の 直 径 を Ｄ と す る 。 ｍ ≦ ０ ． ０  
５ Ｄ を 満 た す こ と で 、 エ ン ド ミ ル の 剛 性 を 確 保 で き 、 エ ン ド ミ ル の 折 損 を 抑 制 で き る 。
［ ０ ０ ０ ９ ］
　 請 求 項 ３ 記 載 の エ ン ド ミ ル に よ れ ば 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の エ シ ド ミ ル の 奏 す る 効 果  
に 加 え 、 次 の 効 果 を 奏 す る 。 軸 線 方 向 視 に お い て 、 底 刃 の う ち 最 も 周 方 向 に 凹 ん だ 点 の 接  
線 か ら 底 刃 の 最 外 端 ま で の 最 短 距 離 で あ る 凹 量 を ｍ と し 、 軸 線 に 垂 直 な 仮 想 平 面 と 逃 げ 面  
と の な す 角 度 を β と す る 。 ｍ ＜ ０ ． １ ５ ／ ｔ ａ ｎ β を 満 た す こ と で 、 底 刃 に よ る 切 削 面 の  
平 面 度 を ０ ． １ ５ ｍ ｍ 未 満 に し 易 く で き る 。 こ の 切 削 面 の 平 面 度 が ０ ． １ ５ ｍ ｍ 未 満 で あ  
れ ば 、 例 え ば 、 そ の 後 の 切 削 面 の 仕 上 げ 加 工 に お い て １ 回 で 平 面 度 を ０ ． ０ ２ ～ ０ ． ０ ５  
ｍ ｍ に 仕 上 げ る こ と が で き 、 仕 上 げ 加 工 の 加 工 回 数 を 低 減 で き る 。
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